
＜様式１１－１＞

（３２　京都市藤森竹田　）児童館・学童保育所

安全・衛生の確保

・避難訓練

健康の管理・情緒の安定 ・食前の手洗い・消毒、うがい

・学習時間

基本的生活習慣の確立 ・大掃除

社会生活技術の獲得

生活体験の拡大
・１年生お祝い会
・チューリップの球根植え
・体育館あそび
・手作り工房
・新春ビンゴ大会

社会性の養成 ・菜園活動
・だがしおやつday
・ガラガラ抽選会

自立の促進と自主性の尊重 ・人権啓発活動
・七夕短冊作成
・児童館行事への参加

・学童クラブだよりの発行、しおりの発行

子育てに必要な情報の提供

と交換 ・個別懇談

・保護者説明会

子育ての仲間づくり ・親子交流事業

「こんぺいとうアートを作ろう☆」

・小学校との連携

子育てを支えるネットワーク

形成

子
ど
も
育
成
機
能

●入会式・新入生歓迎会は中止となったが、子ども達だけで１年生お祝い会を実施。2年生以上の子ども達に事前にプラバンキーホル
ダーを制作してもらい、新１年生達にプレゼントとして配った。
●体育館あそびは夏に３回、京都市伏見北部地域体育館で実施。広い体育館で、思い切り身体を動かした。
●年明けにビンゴ大会を実施。学童クラブの子ども達を対象に受付。２階の遊戯室でビンゴゲームを楽しんだ。
●だがしおやつdayでは普段のおやつでは出ない駄菓子を用意。子ども達もいつもとは違うおやつなので、楽しみにしてくれている子も
多く、喜んでもらえていた。
●七夕短冊作成は、数日に渡り出席者全員に願いごとを書いてもらい、玄関先に笹を設置して飾った。子どもらしい素敵な短冊がたく
さん飾られ、お迎えに来られた保護者さんはわが子の短冊を探して見ておられた。
●手作り工房では、子ども達に持って帰ってもらえる工作を行った。飾って楽しい風鈴やスノードームや、季節に合わせてハロウィン
工作等、楽しみにしてもらえる取組となった。
●夏休み最終日にガラガラ抽選会を実施。出席している学童クラブの子ども達のみを対象に、学校でも使ってもらえる鉛筆やメモ帳・
ポケットティッシュなどが当たるガラガラ抽選会で、この日は大いに盛り上がった。
●子ども達全体の課題として、児童館でのルールを守れずに遊び方などでトラブルになることが多く見受けられた。児童館で子ども達
が安心・安全に過ごすためにもルールは必要であり、それを子ども達にも理解してもらう必要がある。また、遊びたいが、何をすれば
いいのか分からないといった子どもの様子も見られることから、自分で遊びを考える力が育っていないことも感じられた。
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●月１回「学童クラブだより」を発行。表面には行事予定を記載し、裏面では行事の予告や、持ち物やお願い事等を記載し、分かりや
すく読みやすいおたより作りを心がけた。申込制の行事では、おたより配布と同時に受付開始になると直後に定員となってしまう場合
もあるので、配布期間と受付期間を分けることで、平等に受付することができるように工夫した。
また「出席予定表」を毎月発行し、出席児童の数を事前に把握するようにした。また年度初めと夏期休業前と冬季休業前には「しお
り」を発行。長期休業中の過ごし方についてなど、保護者と連絡を取り合うことで、個々に対応することができた。

●個別懇談は、１２月は全学年対象で希望者のみ実施。事前に全職員で子どもの様子や保護者に伝えたいことを共有。限られた時間で
はあったが、保護者の方と子どもに対する考え方・見方の相違点がないかを確認できる機会になった。

●保護者説明会は「登録説明会」を新型コロナウイルス感染防止の為、密を避ける為、午前と午後に人数を分けて実施。利用案内・入
会のしおりを作成し、資料に沿って学童クラブでの生活の流れや持ち物などについての説明を行い、夏休み前に「夏休み説明会」実施
した。

●親子交流事業は２月に予定していたが、新型コロナウイルス感染防止の為中止。

●各小学校の先生方には、館での出来事をまとめ定期的にお伝えし、情報交換を行った。館と学校それぞれの子どもたちの様子を把握
することで、子どもたちが抱える問題に連携して対応することができた。合わせて行事などの情報交換もこまめにおこなった。

（　　令和　3　　）年度　　　学　童　ク　ラ　ブ　事　業　年　間　活　動　報　告　書

活動の基本目標（指針） 主　な　取　組　名 成　　果　　と　　課　　題
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●避難訓練は、毎月1回実施。定期的に実施することで、いざという時の避難の方法や火事の場合や水害の場合など、対応方法を学ぶこ
とができている。
●学校からの帰館時、お昼ご飯やおやつの前の手洗いやうがいの声掛けは毎日行い、習慣づけを目指した。
●学習時間は、土曜日と長期休業中の朝に４５分間設定。意識の高い子は、学習時間より早く勉強に取り組んだり、学校の宿題の他に
自主学習用のドリルなどの勉強をする子もいた。一方、全く学習道具がなく、児童館の図書を読んで過ごす子も少なくない状況だっ
た。保護者や学校と連携をし、学習時間がよりよい時間となるようにしていきたい。
●大掃除は、意識して参加してくれている子も多く、「頑張るぞー！」と掛け声をしながら一生懸命頑張って掃除をしてくれる姿など
を見ることができた。
●生活面全体としては、遊んだ物や自分の持ち物などを片付ける習慣や整理整頓の習慣が身に付いていない子が多い。今年度はオモ
チャの片付けだけでなく、宿題後の消しゴムもきれいにしてもらうように、ミニ掃除機を用意し、子ども達にも遊んだり勉強したあと
は自分の机をキレイにするように声掛け、少しずつ習慣づいてきており、継続して声掛けをしていきたい。



＜様式１１－２＞

（　32　京都市藤森竹田　　）児童館・学童保育所

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 1～3年 4～6年 中高生 大学生 大人
（１）生活援助機能

・交通安全教室 中止 0 新型コロナウイルス感染予防により中止。

・歯磨き指導 中止 0 新型コロナウイルス感染予防により中止。

・防犯教室 中止 0 新型コロナウイルス感染予防により中止。

・大掃除 1回 17 5 6 5 0 0 33 年の終わりに、みんなで児童館をきれいにする。

（２）子ども育成機能

・入会式 中止 0 新型コロナウイルス感染予防により中止。

・新入生歓迎会 中止 0 新型コロナウイルス感染予防により中止。

・１年生お祝い会 1回 28 28 学童クラブの子ども達だけで、新１年生のお祝い会を行う。

・おやつマーケット 4回 81 33 41 32 2 189 金券を使い、お買い物形式でおやつを選ぶ。一番美味しかったおやつを記入し、ランキングを発表する。

・だがしおやつday 7回 151 78 56 50 335 月に１回、スペシャルなおやつを提供。

・体育館あそび 3回 61 36 40 21 6 164 伏見地域北部体育館を借りて広い体育館で縄跳びをし、身体をおもいっきり動かす。

・チューリップの球根植え 1回 0 0 10 0 0 0 10 ３年生が新年度に向けて、チーリップの球根を植える。

・おやつづくり 中止 0 新型コロナウイルス感染予防により中止。

・オニムであそぼう 1回 0 2 3 1 6 フィンガースポーツ「オニムゲーム」を楽しむ。

・新春ビンゴ大会 1回 10 1 8 19 年明けをお祝いしてビンゴ大会を楽しむ。

・七夕短冊作成 6回 29 18 10 15 72 七夕に笹に飾る短冊を子ども達に作ってもらった。

・ガラガラ抽選会 1回 21 9 8 10 48 新年のお楽しみとして、ビンゴゲームをする。

・プチおやつdeくじびきday 4回 27 13 14 10 64 夏休み期間に2階の遊戯室でおやつとくじ引きを楽しんだ。

・手作り工房 6回 46 17 20 24 0 0 107 手作り工作を楽しんでもらう。内容は季節に合わせたものや、遊べるものや飾るもの等様々。

（３）子育て支援機能
　
・夏休み説明会 1回 1 12 13 学童クラブの夏休みに関する説明会を実施。

・学童クラブ登録説明会 1回 6 6 学童クラブの登録申請等についての説明会を実施。

・個別懇談会 4回 6 6 12月に全学年の希望者を対象にクラスごとに実施。

＊注１　　行事名は，（１）生活援助機能　（２）子ども育成機能　（３）子育て支援機能に分類して記入すること
＊注２　　２クラス以上の館所で，クラスごとで異なる取組・行事を実施した場合は，行事名と併せて，クラス名を記入すること

（　令和　3　　）年度　　　学　童　ク　ラ　ブ　事　業　年　間　活　動　報　告　書

行事名 実施回数
学童クラブ児童 登録外児童 ボランティア

その他 合　　計 内　　　　　　　　　　　　　　　容


